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1.背景と目的
　2020年以降、新型コロナウイルス感染症
の流行により、認知症当事者および家族介護
者は、デイケアや認知症カフェに行く機会が
減少し、より困難な状況が続いている。そこ
で我々は、コロナ禍で進んだオンラインの情
報伝達ツールを用いて、認知症当事者および
家族介護者、そして一般市民にも届けられる
オンライン健康増進教室を医療系学生ととも
に検討・実施する。
　遠隔でのコミュニケーションが可能となる
点において、認知症当事者や家族介護者に
おいてもその価値は高いと考えられるが、オ
ンラインでの健康教育の効果や課題について
は、あまり検討されていない。
　本研究の目的は、多職種の学生による認知
症をテーマとした健康増進教室を、オンライ
ンで行うことの可能性や課題について受講者
へのアンケートおよびインタビューを通して
検討することである。

2.取り組みの方法
　名古屋大学地域医療教育学講座は、名城
大学薬学部、名古屋学芸大学管理栄養学部、
一宮研伸大学看護学部とともに、医療系学生

による糖尿病教室、あるいは健康増進教室を
実施してきた。特に、2020年、2021年は新
型コロナウイルス感染症対策として、オンラ
インで健康増進教室を実施した。2022年は、
この経験を基に 「認知症の人と家族の会」 の
協力を得て、認知症当事者および家族介護
者、そして一般市民に向けたオンライン健康
増進教室を医療系学生が企画・実施する。
　このオンライン健康増進教室に参加した認
知症当事者および家族介護者、一般市民に、
オンラインでの健康教育の効果や課題につい
てのアンケートとインタビューを行う。

3.期待される成果
　教育プログラムの効果として、医療系学生
は、「認知症の人と家族の会」や認知症当事
者・家族介護者からその視点を学ぶことがで
き、将来、医療福祉現場で活躍する際に役
立つ。
　また、医療系学生が行う健康増進教室の
受講者である認知症当事者・家族介護者、
そして一般市民は、コロナ禍の新たな生活様
式においても適切な健康行動を取れるように
なることが期待される。さらに、市民参加型
多職種連携教育として我が国の医療人教育
への市民参加を推進することも期待される。
　研究から得られる効果として、オンライン
で行う健康教育の可能性や課題について明ら
かとなり、コロナ禍でも伝えたい人により適
切に伝えられるようになる。
　啓発効果として、教室受講者だけでなく、
運営側である学生・教員も共に認知症や認知
症介護について啓発され、「認知症フレンド
リー社会」を自らがつくっていくのだという共
通認識を持つことが期待される。
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